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　今号では、全国離島振興協議会が設置した「離島振興法改正検
討会議」の委員を務めていただいた4 名の離島関係町村長に、ご自
身の自治体の取り組みの現状や課題、今後の展望などを踏まえた「新
しい離島振興への提言」をお寄せいただいた。

基
盤
整
備
と
人
材
確
保
に
よ
る
活
性
化
を
目
指
し
て

夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
島
の
実
現
に
向
け
て

物
流
・
医
療
・
デ
ジ
タ
ル
、

未
来
へ
躍
進
す
る
た
め
の
三
つ
の
提
言

特
色
を
生
か
し
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

大
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建
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振
興
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・
Ⅲ
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〇
人
と
、
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
。
本
町
が
二
〇
一
五
年
に
策
定
し
た

「
大
崎
上
島
町
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
国
立
社
会
保
障・人
口
問

題
研
究
所
の「
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
（
二
〇
一
三
年
三
月
推
計
）」

に
準
拠
し
た
二
〇
六
〇
年
の
推
計
人
口
を
三
〇
一
〇
人
と
し
て
い
る
。

現
在
、
定
住
・
交
流
人
口
の
確
保
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開

し
て
い
る
が
、
今
後
も
人
口
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
た
め
、
そ
れ
を
前

提
と
し
た
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
住
民
の
理
解
を
得
て
い
く
こ

と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。し
か
し
、人
口
減
少
は
町
の
交
通・

医
療
福
祉
・
産
業
・
教
育
な
ど
す
べ
て
の
分
野
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
か
ら
、
明
確
な
方
策
を
提
示
し
き
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
、
議
員
立
法
の
離
島
振
興
法
の
改
正
・
延
長

は
じ
め
に

広
島
県
大お

お

崎さ
き

上か
み

島じ
ま

町
は
、
瀬
戸
内
海
の
ほ
ぼ
中
央
、
芸げ

い

予よ

諸
島
に
あ

り
、
古
く
か
ら
製
塩
業
で
栄
え
た
。
ま
た
、
潮
待
ち
の
た
め
に
寄
港
す

る
船
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
海
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
も
栄
え
て

き
た
。
こ
う
し
た
歴
史
を
背
景
に
、
近
代
に
な
る
と
造
船
業
も
盛
ん
に

な
り
「
瀬
戸
内
海
屈
指
の
造
船
の
島
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
一
方
、
瀬
戸

内
な
ら
で
は
の
温
暖
な
気
候
で
育
つ
レ
モ
ン
な
ど
の
柑
橘
類
を
主
と
し

た
実
り
も
、
町
が
誇
る
産
物
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

町
の
人
口
は
、
一
九
七
〇
年
に
旧
大
崎
町
・
東
野
町
・
木
江
町
の
合

計
で
一
万
七
八
七
二
人
、
こ
れ
ら
三
町
が
合
併
し
大
崎
上
島
町
が
誕
生

し
た
二
〇
〇
三
年
四
月
一
日
は
九
八
一
六
人
、
今
年
四
月
末
が
七
一
四

広
島
県
大
崎
上
島
町

大
崎
上
島
町
長
　
高
田 

幸
典

特
色
を
生
か
し
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て



29
No.270季刊しま

広島県大崎上島町

大崎上島と契島、生野島を結ぶ町営フェリー「さざなみ」。

に
向
け
た
協
議
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
法
は
、
わ
れ
わ
れ
離
島
市
町
村

が
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

あ
り
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
国
会
議
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
関
係

者
の
方
々
に
対
し
て
は
、
改
正
・
延
長
の
実
現
を
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
た
い
。

離
島
に
は
島
の
大
小
、
人
口
の
多
少
、
本
土
か
ら
の
海
上
距
離
、
主

要
な
産
業
、
風
土
、
住
民
の
気
質
の
違
い
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ

る
。
今
後
の
離
島
の
発
展
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
重
要
な

こ
と
は
、「
住
民
が
安
心・安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
各
々
の

離
島
の
「
特
色
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
以
下
で
は
、
本
町
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
と
、
改
正

離
島
振
興
法
へ
の
期
待
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

住
民
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

海
上
交
通
の
確
保

離
島
の
住
民
に
と
っ
て
「
航
路
は
道
路
」
で
あ
る
。
離
島
以
外
の
中

山
間
地
域
に
お
い
て
も
交
通
問
題
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

道
路
は
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
廃
道
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
道

路
の
維
持
管
理
費
等
が
普
通
交
付
税
で
措
置
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
離

島
の
航
路
は
、
赤
字
に
な
れ
ば
再
編
ま
た
は
廃
止
と
な
る
。

本
町
に
は
、
本
土
に
向
け
て
の
フ
ェ
リ
ー
三
航
路
と
高
速
船
一
航
路
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の
診
療
所
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
遠
隔
診
療
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
離
島
の
医
療

問
題
の
解
決
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
実
現
に
向

け
て
は
、
町
内
の
診
療
所
と
島
外
の
医
療
機
関
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ

り
、
診
療
報
酬
の
問
題
な
ど
種
々
の
課
題
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
島
外
の
公
立
の
病
院
に
よ
り
遠
隔
診
療
を
担
う
体
制
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
本
町
で
は
島
で
治
療
が
で
き
な
い
救
急
患
者
を
、
患
者
輸
送

艇
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
本
土
の
医
療
機
関
へ
島
外
搬
送
し
て
い
る
。
し

か
し
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
夜
間
搬
送
が
で
き
て
い
な
い
た
め
、
夜
間
に

緊
急
対
応
が
必
要
と
な
る
場
合
は
手
遅
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
東
京
都
の
伊
豆
諸
島
の
よ
う
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
二
四
時

間
搬
送
体
制
を
実
現
し
て
い
る
事
例
［
※
３
］
も
あ
り
、技
術
的
に
は
可

能
で
あ
る
と
思
う
の
で
、
今
後
の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。

介
護
体
制
の
充
実
・
確
保

本
町
に
は
、
小
規
模
の
高
齢
者
介
護
施
設
が
二
事
業
者
三
施
設
あ
る
。

高
齢
化
率
は
約
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
超
高
齢
社
会
で
は
あ
る
が
、
高

齢
者
数
は
減
少
局
面
に
入
っ
て
い
る
。高
齢
者
福
祉
面
で
の
課
題
は
、介

護
人
材
の
確
保
で
あ
る
。
全
国
的
に
人
材
難
で
あ
る
と
は
認
識
し
て
い

る
が
、
本
町
の
よ
う
な
小
規
模
離
島
で
は
、
島
内
は
も
と
よ
り
島
外
か

ら
の
人
材
確
保
は
一
層
困
難
な
状
況
で
あ
り
、
介
護
士
に
つ
い
て
は
昨

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
広
島
県
呉
市
（
大
崎
下
島
）、
愛
媛
県
今
治
市
、
本

町
に
属
す
る
生い

く

野の

島
へ
の
フ
ェ
リ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
一
航
路
あ
る
。
他
の

離
島
と
比
し
て
、
現
状
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
思
う
が
、
本
土
に
向
け

て
の
二
航
路
以
外
は
赤
字
航
路
で
あ
り
、
本
町
と
関
係
自
治
体
が
赤
字

補
填
を
す
る
か
た
ち
で
継
続
運
航
し
て
い
る
。
離
島
に
お
け
る
航
路
の

廃
止
は
、
過
疎
化
に
拍
車
を
か
け
る
た
め
、
安
易
に
行
な
う
こ
と
は
で

き
な
い
と
考
え
て
は
い
る
が
、
補
填
に
も
限
界
が
あ
る
。
現
在
の
人
口

推
計
を
考
慮
す
る
と
、
近
い
将
来
す
べ
て
の
航
路
が
赤
字
と
な
り
、
航

路
の
再
編
・
廃
止
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
と
な
り
か
ね
な
い
。
現
在
の

国
の
補
助
制
度
は
、
唯
一
か
つ
赤
字
の
航
路
を
補
助
対
象
と
し
て
い
る

が
［
※
１
］、
そ
の
島
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
航
路
を
国
が
認
定
し
、
補

助
す
る
制
度
が
で
き
た
ら
あ
り
が
た
い
。
広
島
県
は
既
に
そ
の
よ
う
な

補
助
制
度
を
つ
く
り
航
路
支
援
を
し
て
い
る
［
※
２
］。

医
療
体
制
の
充
実
・
確
保

住
民
が
安
心
し
て
生
活
し
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
や
交
流
人
口
を
増
や
し

て
い
く
た
め
に
必
要
な
一
丁
目
一
番
地
は
、
医
療
で
あ
る
。

町
に
は
民
間
の
内
科
診
療
所
が
五
軒
（
う
ち
一
軒
は
外
科
診
療
を
兼
ね

る
）、
歯
科
診
療
所
が
五
軒
あ
り
、
不
足
す
る
診
療
科
目
は
あ
る
も
の
の
、

町
営
の
診
療
所
を
設
置
せ
ず
に
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず

れ
の
診
療
所
の
医
師
も
高
齢
で
あ
り
、
ま
た
、
後
継
者
の
い
る
診
療
所

が
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
、
町
営
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広島県大崎上島町

年
か
ら
外
国
人
介
護
士
を
採
用
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

看
護
師・理
学
療
法
士・作
業
療
法
士
な
ど
の
専
門
職
の
確
保
は
、
よ

り
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
実
際
に
昨
年
、
老
人
保
健
施
設
に
お
い
て
必

置
で
あ
る
常
勤
の
医
師
が
確
保
で
き
ず
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
転

換
し
た
事
例
も
発
生
し
て
い
る
。
必
置
の
専
門
職
の
確
保
が
難
し
い
離

島
で
は
、
離
島
特
例
と
し
て
「
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
指
導
や
診
察
も
可
」

と
す
る
こ
と
や
、資
格
が
な
く
て
も
一
定
期
間
研
修
を
受
け
た
者
に「
み

な
し
資
格
」
を
授
与
で
き
る
制
度
の
創
設
が
求
め
ら
れ
る
。

特
色
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

「
教
育
の
島
構
想
」の
推
進

本
町
に
は
、
町
立
の
小
中
学
校
四
校
の
ほ
か
に
広
島
県
立
大
崎
海か

い

星せ
い

高
等
学
校
、
同
県
立
広
島
叡え

い

智ち

学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
（
広
島
グ
ロ
ー

バ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
）、国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
広
島
商
船
高
等
専
門
学
校

お
よ
び
私
的
教
育
機
関
「
瀬
戸
内
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
、
多

様
な
教
育
機
関
が
立
地
し
て
い
る
。

広
島
叡
智
学
園
中
学
校・高
等
学
校
は
、「
社
会
の
持
続
的
な
平
和
と

発
展
に
向
け
、
世
界
中
の
ど
こ
に
お
い
て
も
地
域
や
世
界
の
『
よ
り
よ

い
未
来
』
を
創
造
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

を
掲
げ
、
中
高
一
貫
校
と
し
て
二
〇
一
九
年
四
月
に
開
校
し
た
。
中
学

校
は
一
学
年
四
〇
人
で
、
高
校
か
ら
は
そ
こ
に
二
〇
人
の
留
学
生
が
加

わ
り
、全
校
生
徒
定
員
三
〇
〇
人
の
全
寮
制
の
学
校
で
あ
る
。
今
春
、米

国
や
イ
ン
ド
な
ど
七
カ
国
か
ら
の
留
学
生
が
初
め
て
入
学
し
た
。

広
島
商
船
高
専
は
、
一
二
〇
年
余
の
歴
史
を
持
つ
高
等
教
育
機
関
と

し
て
外
国
航
路
の
優
秀
な
船
員
を
輩
出
し
て
き
た
［
※
４
］。
現
在
は
商

船
学
科
、
電
子
制
御
工
学
科
、
流
通
情
報
工
学
科
の
三
学
科
と
、
そ
こ

で
身
に
付
け
た
技
術
を
さ
ら
に
二
年
間
専
門
的
に
学
ぶ
専
攻
科
で
構
成

さ
れ
、
約
六
五
〇
人
が
在
籍
し
て
い
る
。

瀬
戸
内
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、一
般
社
団
法
人
Ａオ

ー

ス

ト

Ｕ
Ｓ
Ｔ
［
※

５
］
が
二
〇
二
〇
年
に
開
校
し
た
私
的
教
育
機
関
で
あ
る
。
本
町
と
Ａ

Ｕ
Ｓ
Ｔ
で
は
、
米
国
メ
イ
ン
州
の
マ
ウ
ン
ト
デ
ザ
ー
ト
島
に
あ
る
ア
ト

ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト
校
の
誘
致
に
向
け
、
夏
に
同
大
学

を
は
じ
め
と
す
る
外
国
人
学
生
を
本
町
に
招
い
て
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
て
き
た
。
サ
テ
ラ
イ
ト
校
の
誘
致
は
実
現
で
き
て
い
な
い
も

の
の
、
Ａ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
と
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
大
学
が
協
定
を
結
び
、
瀬
戸

内
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
で
同
大
学
が
認
定
す
る
単
位
を
取
得
す
れ

ば
、
大
学
の
二
年
時
に
編
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昨
年
、
二
名
が

編
入
学
を
果
た
し
、
現
在
は
二
期
生
が
学
ん
で
い
る
。

大
崎
海
星
高
等
学
校
は
、
県
立
大
崎
高
等
学
校
と
造
船
科
を
有
し
た

同
木
江
工
業
高
等
学
校
が
統
合
し
、
一
九
九
八
年
に
開
校
し
た
。
一
時
、

全
校
生
徒
が
六
七
人
に
ま
で
減
少
し
、
県
教
育
委
員
会
の
再
編
対
象
校

（
二
年
連
続
で
全
校
生
徒
数
が
八
〇
人
以
下
に
な
る
と
該
当
）
と
な
っ
た
。
子
ど

も
が
義
務
教
育
ま
で
し
か
受
け
ら
れ
な
い
地
域
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
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巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
有
意
義
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
ハ
ウ
ス
マ

ス
タ
ー
や
管
理
人
を
置
き
、
万
全
の
体
制
を
整
え
て
い
る
が
、
食
事
の

提
供
費
用
な
ど
多
額
な
経
費
も
発
生
し
、課
題
と
な
っ
て
い
る
（
一
部
の

経
費
は
、
離
島
活
性
化
交
付
金
を
充
当
）。

今
後
は
、「
学
び
の
あ
る
島
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、島
内
に
あ
る
教
育

機
関
の
児
童
・
生
徒
・
学
生
た
ち
と
住
民
お
よ
び
島
外
の
生
徒
・
学
生

な
ど
が
交
流
を
し
な
が
ら
地
域
の
活
性
化
を
図
る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き

た
ら
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら「
教
育
の
島
の
構
想
」の
推
進
な
ど
、離

島
の
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
に
支
援
す
る
補
助
制
度
を
期
待
し
た
い
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
推
進

本
町
で
は
、
中
国
電
力
株
式
会
社
大
崎
発
電
所
（
現
在
休
止
中
）
の
敷

地
内
に
お
い
て
、
中
国
電
力
と
電
源
開
発
株
式
会
社
の
出
資
に
よ
る
大

崎
ク
ー
ル
ジ
ェ
ン
株
式
会
社
が
国
の
助
成
を
受
け
て
「
石
炭
ガ
ス
化
燃

料
電
池
複
合
発
電
と
Ｃ
Ｏ
２
分
離・回
収
技
術
」
を
組
み
合
わ
せ
た
「
革

新
的
低
炭
素
石
炭
発
電
」
の
実
現
を
目
指
す
実
証
試
験
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
実
証
試
験
は
、
世
界
的
に
課
題
と
な
っ
て
い
る
地
球
温
暖

化
対
策
に
大
き
く
貢
献
す
る
画
期
的
な
事
業
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
国
立

研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー・産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）

の
委
託
事
業
で
先
の
実
証
試
験
に
よ
り
分
離
回
収
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
を
資

源
と
し
て
活
用
す
る
「
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
研
究
も
行
な
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
的

中
学
卒
業
後
に
保
護
者
を
含
め
た
家
族
で
の
島
外
流
出
が
避
け
ら
れ
な

い
と
の
思
い
と
、
子
ど
も
を
と
も
な
う
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
確
保
が
困
難

に
な
る
と
の
考
え
か
ら
、
公
営
塾
「
神か

ん
の

峰み
ね

学
舎
」
を
設
置
す
る
な
ど
高

校
の
魅
力
化
を
推
進
し
て
い
る
［
※
６
］。

加
え
て
、
町
内
の
子
ど
も
の
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
員

三
〇
人
の
寄
宿
舎
を
設
置
し
、県
外
生
徒
の
募
集
を
実
施
し
て
い
る
。こ

れ
ら
高
校
魅
力
化

の
取
り
組
み
が
Ｂ

Ｓ
テ
レ
ビ
東
京
の

「
ザ・名
門
校
」
と

い
う
番
組
で
全
国

放
送
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
県
外
か

ら
の
応
募
状
況
は

と
て
も
良
い
。
離

島
の
豊
か
な
自
然

環
境
下
で
の
学
び

が
注
目
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
る
。
寄

宿
舎
の
運
営
に
つ

い
て
は
、
寮
生
が

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に

大崎海星高校の部活動「みりょく郵便局」での一コマ。この活動では、島の
魅力を生徒自らが全国に向けて発信している。
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広島県大崎上島町

に
注
目
さ
れ
て
お
り
、本
町
に
お
い
て
も
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
［
※

７
］」
を
二
〇
二
一
年
三
月
に
宣
言
し
、島
ぐ
る
み
で
環
境
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
町
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
自
然
豊
か
な
島
の
環
境
を
保
持
す
る
と
と
も

に
地
球
の
環
境
問
題
に
大
い
に
貢
献
す
る
取
り
組
み
を
離
島
か
ら
発
信

で
き
る
と
確
信
し

て
お
り
、
離
島
振

興
法
で
の
支
援
を

高田 幸典 （たかた ゆきのり）

昭和 27年生まれ。同 51年関西大学工学部卒業。民間企業を経て、大
崎町職員として採用。平成5年大崎町総務課長、同11年に大崎町教育
委員会教育長、同15年に大崎上島町教育委員会教育長を歴任。同23
年第2代大崎上島町長に就任し、現在3期目を務める。

※１：同一離島において起点とな
る港を異にし、さらに本土側での
終点が同一市町村にない航路で
あって、各航路に設けられている
離島航路協議会で支援対象とす
る旨が決定された航路について
は、支援対象航路とすることが可
能。また、令和 3 年度より、同一
の航路を複数の事業者が運航す
る場合であっても、これら事業者
が共同運航に関する国土交通大
臣の認可（海上運送法第29条）を受
けて運航する場合は、支援対象
航路とすることが可能となってい
る。
※２： 広島県生活航路維持確保
対策事業補助金。離島の暮らし
の維持や架橋で結ばれた地域の
経済活動の維持に不可欠な航路
を、県が維持すべき航路として選
定し、当該航路で欠損額が生じ
た場合に関係市町が負担する額
の一部を補助している。

※３：本誌267号参照。

※４：本誌249号参照。

※５：新たな高等教育の構築によ
る、教育と地域社会のつながりの
再生や自然環境を含む社会をな
して生きていく人間の育成を目的
に、2015年に設立された団体。
※６：本誌248号参照。

※７：2050年にＣＯ２の排出を実
質ゼロにすることを目指す旨を公
表した地方自治体。

ゼロカーボンシティ実現に向けた実証試験施設（提供：国立研究
開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構〔NEDO〕）。

期
待
し
て
い
る
。

上
述
の
「
住
民
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
特

色
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
く
上
で
、
離
島

振
興
法
の
改
正
・
延
長
に
寄
せ
る
期
待
は
大
き
い
。
た
だ
し
、
同
法
は
、

国
の
予
算
の
裏
付
け
に
過
ぎ
ず
、
今
後
、
各
離
島
関
係
都
道
県
・
市
町

村
が
知
恵
を
絞
り
、
全
国
の
自
治
体
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
と
、
予
算
獲
得
に
向
け
て
の
要
望
活
動
が
一
層
肝
要
と
な
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。�

■


